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み
な
さ
ん
は
初
め
て
就
職
し
た
と
き
の
こ
と
を
覚

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？　

ど
ん
な
職
業
で
も

初
め
の
こ
ろ
は
先
輩
や
上
司
か
ら
温
か
く
厳
し
い
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
と
き
に
失
敗
を
繰
り
返
し
て
一

人
前
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
師
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
、
新
人
へ
の
教

育
支
援
は
重
要
で
す
。
現
在
、
医
療
の
進
歩
と
共
に
看
護
学
校
な
ど
の
基
礎
教
育

で
習
得
す
べ
き
情
報
は
増
加
し
、
一
方
、
実
習
や
臨
床
教
育
の
時
間
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
資
格
の
な
い
学
生
は
注
射
な
ど
実
際
の
医
療
行
為
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
就
職
し
て
は
じ
め
て
行
う
医
療
行
為
の
割
合
が
増
え
、
新

人
が
引
き
起
こ
す
医
療
事
故
の
原
因
に
も
関
連
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
命
を
扱
い
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
職
業
だ
け
に
、
新
人
に
か
か
る
ス
ト
レ
ス
は
大

き
く
、
万
一
医
療
事
故
を
引
き
起
こ
せ
ば
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
看
護
職
を
や
め
て

し
ま
う
例
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
看
護
師
不
足
は
今
も
続
い
て
お
り
、
今

後
の
高
齢
・
多
死
社
会
で
さ
ら
に
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
新
人
は
大
切
に

育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
平
成
21
年
に
厚
生
労
働
省
は「
新
人
看
護
職
員
研
修

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
示
し
ま
し
た
。
一
言
で
い
え
ば
医
師
の
研
修
医
制
度
と
同
じ

よ
う
に
卒
業
後
の
教
育
支
援
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
、
努
力
義
務
と
し
て
新
人

看
護
職
の
い
る
施
設
に
課
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

当
院
で
も
、
以
前
か
ら
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
呼
ば
れ
1
対
1
で
対
応
す
る
指
導
者

の
ほ
か
、
看
護
師
長
や
主
任
が
中
心
と
な
っ
て
新
人
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
看
護
知
識
・
技
術
の
習
得
と
現
場
で
の

問
題
解
決
能
力
、
事
故
防
止
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
は
、
大
学
病
院
ほ
か
大
規
模
施
設
の
研
修
に
参
加
し
幅
広
い
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
人
を
育
て
る
こ
と
は
、
そ
の
組
織
や
社
会
が
今
後
も
永
続
的
に
機
能
す
る
た

め
に
必
須
で
あ
り
、
構
成
員
に
課
さ
れ
た
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
育

の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
忍
耐
強
く
教
育
に
携
わ
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
人
が
新
人
の
育
成
に
理
解
を
示
し
協
力
を
惜
し
ま
な
い
組
織
風

土
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　2011年は災害が多発しています。2月22

日のニュージーランド地震、3月11日の東日

本大震災、10月23日のトルコ地震、タイで

の水害被害も深刻な状況です。自然災害は地

球温暖化と共に世界規模で増加しているように

思われます。

　東日本大震災では、丹南病院からも、医師2

名、薬剤師2名、看護師9名が女川町立病院

に医療支援に参加させていただきました。何も

できませんでしたが、「心を寄せてそばにいるこ

と」がとても大切だと感じました。その後、病院

内で報告会も開催し、貴重な体験を多くの職員

と共有することができました。

　丹南病院においても、2010年から災害対

策チーム会が発足しました。現在は、一部のメ

ンバーでマニュアル作成や、避難訓練、研修企

画などの活動を行っています。昨年10月14日

に行われた火災訓練は、旧病院での最後の訓練

となりました。消防の方に、ご指導をいただき、

新病院に向けての訓練や設備についての再考の

活 動 報 告

機会となりました。

　また、丹南病院は災害拠点病院に指定されて

います。災害拠点病院は、県内や近県で災害

が発生し、通常の医療体制では被災者に対する

適切な医療を確保することが困難な状況となっ

た場合に、福井県知事の要請により傷病者の受

け入れや医療救護班の派遣等を行うことができ

る機能を有する病院です。その条件には、建物

が耐震耐火構造であること、資器材等の備蓄が

あることなど、たくさんの機能を備えておかな

ければならないのです。丹南病院が地域の方に

安心を与えられるような存在になるよう、今後

も災害の備えに対しての活動に努力したいと思

います。

　災害はやはり、備えが大事です。日頃の訓練

や心構えが、実際に災害が起きた場合に生かさ

れたと聞きます。ぜひ、家族で、地域で、職場

で災害の備えについて考える機会を持ちましょう。

～災害対策チーム会～
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TEL：0778-51-2260　 FAX：0778-52-8620　
ホームページ：http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/tannan/html/
メールアドレス：tannan-info@jadecom.or.jp

公立 丹南病院

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
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リハビリテーションセンター  なごみの里

〒916-0021　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-51-5234　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-nagomi@jadecom.or.jp

公立丹南病院　在宅事業部

〒916-0021　福井県鯖江市三六町1丁目3-16-101
TEL：0778-52-2050　FAX：0778-52-2151
メールアドレス：tannan-zaitaku@jadecom.or.jp

居宅介護支援事業所 訪問看護ステーション

　フェンスがあり病院全体がまだ見えませんが、

ほぼ外装が出来上がり、少しずつ外壁のタイル

が見え隠れしています。北側の壁面には「公立

丹南病院」の６文字が取り付けられました。今

は内部構造・内装に着手しており、２階までの

天井と壁のクロス貼りが終了しました。駐車場

の一部が地盤改良のための工事が行われたこと

で、当院をご利用の皆様にはご不自由をおかけ

しております。ご理解をいただきますようにお願

い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　

　来年度の春、ゴールデンウイークあたりでの

移転を検討中です。具体的なことが決まりまし

たら、地域の皆様や、患者様には改めてご案内

をさせていただきます。引き続き御協力とご理

解の程、よろしくお願いし申し上げます。　　

新病院の工事の状況


